
方針・考え方

価値創造ストーリー

中国電力グループは、企業価値向上と持続的成長の実現に向け、サステナビリティ経営の土台となる指針として「エネルギアグループ企業行動憲章」を定めるとともに、「中国電力グループ経営ビジョン

2040」を策定し、設定した目指す姿および経営目標の実現に向けた具体的な取り組みを「中国電力グループ中期経営計画」に織り込んで行動していきます。

これらを通じて、経営理念として掲げる「信頼。創造。成長。」のサイクルを回し、価値創造につなげることで、サステナビリティ経営を推進していきます。
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● 技術力、ノウハウ　　　
● 登録特許

● お客さま、地域・社会、自治体、取引先等
との関わりから生まれる良好な関係

● 許認可 等

● 水力、太陽光、風力、バイオマス発電を
生み出す地域の資源

● 総資産　　　
● 有利子負債
● 株主資本

● 発電設備　　　
● 送電、配電、変電設備
● 情報通信設備 等

価値創造の源泉

● 従業員

中国電力グループ中期経営計画
（グループ経営ビジョンの実現に向けた実行計画）

● コンプライアンス経営の推進
● 環境経営の推進

● 人権の尊重
● 社会とのコミュニケーションの充実

● 社会に役立つ商品・サービスの提供
● 地域社会発展への貢献

● 労働安全衛生の確保
● 活力ある企業文化づくり

● 危機管理の徹底
● 役員の責務（ガバナンス）

（注）ENERGIA（エネルギア）の意味するところは、「エネルギーがもたらす、あたらしく、あかるく、あたたかい活力のある社会」であり、中国電力グループが、その社会の実現に向けて努力していく姿勢をも包括した概念です。

中国地域のポテンシャル・地域課題 中国電力グループの強み

事業活動による経済価値・社会価値の創造を通じて、ステークホルダーとともに
「成長」し、その成果をステークホルダーにバランスよく還元しながら、グループ
経営ビジョンの目指す姿を実現していきます

成長（OUTCOME）
従業員が創造性を発揮できる職場づくりを進めるとともに、エネルギーを
中心とするグループの事業活動を通じて経済価値・社会価値を「創造」して
お客さまや地域等のステークホルダーにお届けします

創造（ACTIVITY）
ステークホルダーからの「信頼」に基づいて生み
出された価値創造の源泉となる人材や資金等の
資本を当社グループの事業活動に活用します

信頼（INPUT）

エネルギー事業の継続的進化

地域・社会課題解決に向けた
グループ総合力による提供価値の拡大

多様な人材が活躍できる環境づくり

企業価値向上を実現するための経営基盤強化

エネルギー・
ソリューションで
地域をリードする

豊かな暮らしと
まちづくりの

ベストパートナー
になる

一人ひとりが
挑戦を重ね
すべての人が
持ち場で輝く

中国電力グループは、経済価値と社会価値を向上させ企業価値を最大化します

財務目標
（経済価値）

2030年度 2040年度

サステナビリティ
目標

（社会価値）

E

S

G

ROE
ROIC

自己資本比率

カーボンニュートラル・循環型社会の形成・自然との共生の統合的な推進

地域・社会からの信頼獲得
多様な人材の活躍と従業員エンゲージメントの向上
公平性、透明性かつ実効性のあるガバナンスの構築

サプライチェーンGHG排出量（Scope1+2+3）
2030年度 50%削減　 2035年度 60%削減　 （2013年度比）

8%以上
3%以上
20%以上

10%以上
WACC+1%以上
25～30%程度※

※2035～2040年度の目標
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エネルギアグループ企業行動憲章

中国電力グループは、サステナビリティ経営の土台となる指針として、社会からの要請への的確

な対応および企業価値向上と持続的成長の実現に向けた行動原則を「エネルギアグループ企業行動

憲章」に定めています。

■コンプライアンス経営の推進
国内外を問わず、法令・ルールはもとより、その背景

にある倫理や道徳を含む社会的な規範を遵守し、一人
ひとりが3つの行動、「良識に照らします」「率直に話し
ます」「積極的に正します」を実践します。
具体的には、公正かつ自由な競争ならびに適正な取

引、責任ある調達を行うとともに、政治・行政との健全
な関係を保ちます。国際的な事業活動においては、現地
の文化や慣習を尊重し、その発展に貢献する経営を行
います。

■環境経営の推進
環境問題は人類共通の課題と認識し、地球温暖化対
策の推進、循環型社会の形成、環境保全などに積極的に
取り組みます。

■人権の尊重
すべての人々の人権を尊重することを事業活動の根
底におき、いかなる差別も行わず、人権が真に尊重され
る社会の実現に向けて取り組みます。

■社会とのコミュニケーションの充実
企業情報を積極的、効果的かつ公正に発信するとと

もに、幅広いステークホルダーの皆さまとの建設的な対
話を通じて、時代とともに変化する社会からの要請やお
客さまのニーズを的確にとらえ事業活動に反映します。

■社会に役立つ商品・サービスの提供
品質向上に向けた不断の取り組みとイノベーションに

よる新たな価値の創造を通じて、良質で満足いただける
商品・サービスを安全に、安定的に提供します。また、商
品・サービスに関する適切な情報提供、誠実なコミュニ
ケーションを行います。

■地域社会発展への貢献
中国地域に根差した企業グループとして、その事業活動を
通じて社会的課題の解決に向けた取り組みに参画することで、
地域社会の発展に貢献します。

■労働安全衛生の確保
事業活動の基盤となる安全と心身の健康を確保することを

最優先し、労働災害の防止、健康の保持増進に取り組みます。

■活力ある企業文化づくり
多様な人材が能力を発揮して課題を解決し新たな価値を創造

できるよう、人材の育成と技術・技能の継承に取り組むとともに、
組織や職位を超えた自由で闊達な議論が尊重される、風通しの
良い、働きやすく、働きがいのある職場づくりを推進します。

■危機管理の徹底
市民の社会生活や企業の事業活動に脅威を与える自然災

害、サイバー攻撃、反社会的勢力の行動、テロ等に対し、組織
面・システム面での危機管理体制を構築し、これらの発生影
響の未然防止と影響が発生した場合の損失の最小化に向け
た取り組みを徹底します。

■役員の責務
エネルギアグループの役員は、本憲章の実現が自らの責務

であることを認識して経営にあたり、グループの企業価値向上
と持続的成長を目指し、公平性、透明性かつ実効性のあるガバ
ナンスを構築します。 また、本憲章の実現に向け率先垂範し、
社員全員に対して本憲章に基づく行動を徹底するとともに、サ
プライチェーンにも本憲章の精神に基づく行動を促します。
本憲章の精神に反し社会からの信頼を失うような事態が発

生した時には、役員自らが問題解決にあたる姿勢を表明し、原
因の究明と再発防止に取り組みます。また、迅速かつ的確な情
報の公開により説明責任を果たすとともに、権限と責任を明確
にした上で、自らを含めて厳正な処分を行います。

私たちエネルギアグループは、社会からの信頼を基盤に、公正かつ自由な競争の下、健全な事業活動を通じて
社会に有用な価値を創造し、成長していくことで、持続可能な社会の実現に貢献することを自らの使命とします。
こうした認識の下、エネルギアグループの役員・社員は、次の行動原則に基づき、高い倫理観をもって自ら考え行

動し、社会の一員としての責任を果たすとともに、グループの企業価値向上と持続的成長を実現します。

体制・ガバナンス

サステナビリティ経営の推進体制

サステナビリティ課題への対応については、グループ経営ビジョンやエネルギアグループ企業
行動憲章に掲げる項目の実現に向け、グループ中期経営計画において具体的な施策を策定のうえ
進捗管理を行い、経営会議や取締役会に定期的に付議し、PDCAサイクルを回しています。
また、各施策の具体的な取り組みは、主管となる各組織を中心に、サステナビリティ推進の専
任組織と連携して推進しており、特に組織横断的な検討を要するものについては会議体を設置し
対応しています。各組織・会議体は、サステナビリティ課題への対応状況について、経営会議や
取締役会に適時・適切に付議するとともに、取締役会の翌月に開催される経営会議において取締
役会の主な意見を報告・共有し、監督と執行の連携強化を図っています。
なお、2026年度以降の役員報酬（業績連動型株式報酬）の評価指標について、グループ経営ビ

ジョンに掲げる経営目標と整合させる形で見直しており、経営目標の達成に向けたインセンティ
ブの強化を図っていきます。 統合報告書　取締役の報酬等の方針 P65

取締役会

経営会議

業務執行状況の
付議・報告 監督 諮問・答申

•企業倫理委員会
•指名委員会
•報酬委員会

連
携

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

グループ企業を含む各組織

連携

組織横断的な案件を検討する会議体

•内部統制強化委員会
•リスクマネジメント委員会
•ＩＴ委員会

•コーポレートカルチャー変革推進会議企業文化

•女性活躍推進会議
•人権啓発推進委員会
•安全健康推進会議

人材

•環境経営推進会議
•中国電力グループ環境委員会環境

ガバナンス

情報開示

ご意見の
反映
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経営管理体系

当社グループでは、グループ経営ビジョンの実現に向けた実行計画としてグループ中期経営

計画を策定し、企業価値最大化に向け、ROIC経営とサステナビリティ経営を経営管理の両輪と

して推進しています。

グループ経営ビジョンで掲げる財務目標の達成に向けて中国電力およびグループ企業で構成する

「事業単位」を設定するとともに、サステナビリティ目標の達成に向けてグループ横断的に環境、

人材、地域共創に関する計画を策定し、マテリアリティに対応する主要課題に取り組んでいます。

財務およびサステナビリティの各取り組みについては進捗を管理するための目標を設定し、定期

的に進捗をモニタリングしています。また、環境、人材、地域共創の各計画においては、定期

的なモニタリングに加え、グループ企業を対象にした会議等を通じ、目標達成に向けた支援も実施

しています。

環境経営推進計画 人的資本計画 地域共創計画

事
業
単
位

中国電力 グループ企業

中国電力 グループ企業

●エネルギー営業本部
●電源事業本部
●パワー・トレーディング本部

●ESS※1　●中電プラント
●中電環境テクノス
●PET※2　●EP山口※3

事業開発本部 海外事業会社

中国電力 グループ企業

●カーボンニュートラル推進部門
●人材活性化部門 ●地域共創部門ほか 上記以外のグループ企業

グループ企業 ●中国電カネットワーク ●中電工業 ●中計工※4 ●電力サポート中国

グループ企業 エネコム

総合エネルギー事業
・小売事業
・発電・卸事業　

情報通信事業

事業開発事業

間接部門

・電気通信事業
・情報処理事業 等

送配電事業
・一般送配電事業 等

指標・目標
目指す姿の実現に向けて重点的に取り組むテーマとして４つのマテリアリティを設定し、マテ

リアリティに対応する18項目の主要課題については、グループ中期経営計画の中で取り組みを

進めています。

各取り組みの進捗を管理するためグループ経営ビジョンで掲げる経営目標（財務目標、サステナ

ビリティ目標）からのバックキャストで、各事業単位における年度ごとの「事業利益目標」と競争

力の強化や持続的な成長等を目的としたグループ横断的な目標である「経営指標」を設定してい

ます。

事業利益目標と経営指標はグループ企業を含む各組織の計画・目標に落とし込み、各所の取り

組みがグループ経営ビジョン目標の達成に寄与するという意識の浸透を図りつつPDCA管理を進

めています。

統合報告書　マテリアリティ抽出・特定の考え方 P20

目指す姿

中国電力グループ

サステナビリティ経営の指標・目標のとらえ方（イメージ）

経営ビジョン

2040

指標·目標
対応する取り組み

各所の主要課題への取り組みがビジョンの実現（企業価値の向上）につながる（注） 2026年6月25日現在
※1  ㈱エネルギア・ソリューション・アンド・サービス　の略
※2  ㈱パワー・エンジニアリング・アンド・トレーニングサービス　の略
※3  エネルギア・パワー山口㈱　の略
※4  中国計器工業㈱　の略

グループ中期経営計画

取り込み

(Action Plan 2030)

各所の計画·目標
(グループ企業を含む各組織)

４つのテーマ領域

マテリアリティ

18の主要課題

各所で取り組む課題

ビジョンからの
バックキャスト

グループ中期経営計画からの
落とし込み

E S G
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取り組み

ステークホルダーエンゲージメント

お客さまや地域・社会、株主・投資家等幅広いステークホルダーに対して情報発信し、ニーズやご

意見を事業活動に反映していく、双方向のコミュニケーションを通じて、中国電力グループの事

業の基盤である“信頼”を獲得し、これを更なる収益機会につなげることで、グループの企業価

値の最大化を実現していきます。

具体的な取り組みについては、各ページを参照してください。

お客さま

従業員

金融機関・債権者
株主・投資家

取引先

地域・社会

● お客さまの声の業務運営への的確な反映
「お客さまの声」の業務運営への反映

中国電力グループが取り組む地域共創

サプライチェーンマネジメント

統合報告書　投資家とのエンゲージメント活動の強化

● 取引先の意見・要望を取り込んだ調達活動

● 社会貢献活動や積極的な情報発信・対話活動などによるお客さまや地域・社会との
コミュニケーションの活性化

● IRを通じた、中国電力グループの取り組みやサステナビリティ情報の発信と、意見の経
営への反映

P48

P36

P35

P49

統合報告書　コーポレートカルチャー変革担当役員メッセージ

● 従業員と経営層の対話、世代間・部署間での交流の場の創出
P40

次世代層に向けた教育支援活動

● 次世代層へのエネルギー環境教育支援活動
● 各種広報、リクルート活動などを通じた中国電力グループの魅力発信

P40

次世代を担う
若年層・学生
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